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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期

第１四半期連結
累計期間

第73期
第１四半期連結
累計期間

第72期

会計期間

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　６月30日

自平成30年
　４月１日
至平成30年
　６月30日

自平成29年
　４月１日
至平成30年
　３月31日

売上高 （千円） 3,919,952 3,819,266 13,289,868

経常利益 （千円） 324,013 252,601 685,799

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 212,451 159,114 507,178

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 296,699 205,793 777,390

純資産 （千円） 12,034,145 12,387,404 12,419,254

総資産 （千円） 19,139,339 19,054,230 18,957,201

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 4.86 3.69 11.67

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 62.9 65.0 65.5

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４.「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出関連を中心に企業の業績が堅調であることなどに支え

られ、雇用環境が改善するなど緩やかな回復基調が続く一方、海外経済の不確実性、米国の保護主義的な政策の

影響など不透明感を拭えない状況で推移いたしました。

　当社グループを取り巻く経営環境といたしましては、日用生活関連商品に対する根強い低価格志向が続くなか

で、企業間の価格競争が激しく、依然として厳しい状況が継続いたしました。

　このような状況のもと、当社グループでは、新製品の投入、販路の拡大、各種メディアを利用しての販売促進

など、積極的な営業活動を展開いたしました。

　しかしながら、４月は比較的天候に恵まれ好調に推移したものの、５月以降は天候不順の影響により、当第１

四半期連結累計期間の売上高は38億１千９百万円（前年同期比2.6％減）となりました。

　収益面では、主に売上が減少したことにより、営業利益は２億５百万円（前年同期比30.2％減）、経常利益は

２億５千２百万円（前年同期比22.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億５千９百万円（前年同期

比25.1％減）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

＜塗料事業＞

　当事業では、工業用塗料が比較的好調であったものの、主力である家庭用塗料の売上が振るわなかったことか

ら、売上高22億８千６百万円（前年同期比2.6％減）、セグメント利益１億７千１百万円（前年同期比21.2％

減）となりました。

＜ＤＩＹ用品事業＞

　当事業では、主力であるインテリア用品及び園芸用品の売上が振るわなかったことから、売上高14億９千６百

万円（前年同期比2.6％減）、セグメント利益２千９百万円（前年同期比56.7％減）となりました。

＜その他＞

　その他の事業は、売上高３千６百万円（前年同期比1.0％減）、セグメント利益３百万円（前年同期比53.8％

減）となりました。

②　財政状態

＜資産＞

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は190億５千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ９千７

百万円増加いたしました。これは主に現金及び預金が４億１千万円、有価証券が２億円、商品及び製品が３億５

千１百万円減少したことと、受取手形及び売掛金が８億９千１百万円、投資有価証券が１億６千６百万円増加し

たことによるものです。

＜負債＞

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は66億６千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億２千

８百万円増加いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が１億８千８百万円、長期借入金が１億円増加した

ことと、短期借入金が１億３千万円減少したことによるものです。

＜純資産＞

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は123億８千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ３千

１百万円減少いたしました。これは主に利益剰余金が７千８百万円減少したことと、その他有価証券評価差額金

が４千３百万円増加したことによるものです。この結果、自己資本比率は65.0％（前連結会計年度末は65.5％）

となりました。

 

（2）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、５千３百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 46,230,000 46,230,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 46,230,000 46,230,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年４月１日～

平成30年６月30日
－ 46,230,000 － 5,869,017 － 2,418,409

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  3,181,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 42,605,000 42,605 －

単元未満株式 普通株式    444,000 － －

発行済株式総数 46,230,000 － －

総株主の議決権 － 42,605 －

 

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）      

株式会社アサヒペン 大阪市鶴見区鶴見

四丁目１番12号

3,054,000 － 3,054,000 6.61

（相互保有株式）      

昭和精機工業株式会社 静岡県菊川市赤土

1899番地の１

120,000 7,000 127,000 0.27

計 － 3,174,000 7,000 3,181,000 6.88
 

　（注）１．昭和精機工業株式会社は、当社の取引先で構成される持株会（アサヒペン共伸会　大阪市鶴見区鶴見四丁

目１番12号）に加入しており、同持株会名義で当社株式7,000株を所有しております。

２．自己名義所有株式数及び他人名義所有株式数は、千株未満を切り捨てて記載しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、近畿第一監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,675,992 4,265,517

受取手形及び売掛金 ※２ 3,230,657 ※２ 4,122,185

有価証券 300,597 100,230

商品及び製品 2,579,672 2,227,939

仕掛品 23,938 24,083

原材料及び貯蔵品 196,601 209,152

その他 129,816 146,173

貸倒引当金 △11,520 △12,505

流動資産合計 11,125,756 11,082,777

固定資産   

有形固定資産   

土地 3,462,153 3,459,032

その他（純額） 1,627,331 ※３ 1,597,536

有形固定資産合計 5,089,485 5,056,569

無形固定資産 196,677 202,552

投資その他の資産   

投資有価証券 2,119,163 2,286,019

その他 450,294 452,410

貸倒引当金 △24,174 △26,099

投資その他の資産合計 2,545,283 2,712,330

固定資産合計 7,831,445 7,971,452

資産合計 18,957,201 19,054,230

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※２ 1,423,713 ※２ 1,611,840

短期借入金 710,000 580,000

1年内返済予定の長期借入金 100,000 100,000

1年内償還予定の社債 500,000 500,000

未払法人税等 139,845 72,960

引当金 126,135 72,172

その他 569,962 577,996

流動負債合計 3,569,655 3,514,970

固定負債   

社債 1,500,000 1,500,000

長期借入金 － 100,000

役員退職慰労引当金 230,729 259,312

退職給付に係る負債 877,696 889,050

資産除去債務 35,162 35,162

その他 324,703 368,329

固定負債合計 2,968,291 3,151,855

負債合計 6,537,947 6,666,825
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,869,017 5,869,017

資本剰余金 4,166,534 4,166,534

利益剰余金 2,186,064 2,107,715

自己株式 △502,924 △503,104

株主資本合計 11,718,692 11,640,163

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 744,549 788,412

退職給付に係る調整累計額 △43,987 △41,171

その他の包括利益累計額合計 700,562 747,241

純資産合計 12,419,254 12,387,404

負債純資産合計 18,957,201 19,054,230
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 3,919,952 3,819,266

売上原価 2,556,815 2,527,321

売上総利益 1,363,137 1,291,945

販売費及び一般管理費 1,069,249 1,086,856

営業利益 293,887 205,089

営業外収益   

受取利息 11,666 11,399

受取配当金 17,144 22,200

受取地代家賃 16,858 16,795

その他 11,639 19,375

営業外収益合計 57,308 69,771

営業外費用   

支払利息 4,947 3,035

その他 22,234 19,223

営業外費用合計 27,182 22,259

経常利益 324,013 252,601

特別利益   

受取保険金 － ※１ 12,785

特別利益合計 － 12,785

特別損失   

減損損失 3,929 3,121

固定資産圧縮損 － ※２ 9,630

特別損失合計 3,929 12,751

税金等調整前四半期純利益 320,084 252,635

法人税、住民税及び事業税 81,414 65,852

法人税等調整額 26,218 27,668

法人税等合計 107,632 93,520

四半期純利益 212,451 159,114

親会社株主に帰属する四半期純利益 212,451 159,114
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 212,451 159,114

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 79,341 43,862

退職給付に係る調整額 4,906 2,816

その他の包括利益合計 84,247 46,678

四半期包括利益 296,699 205,793

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 296,699 205,793
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金負債は固定負債（その他）に含めております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年６月30日）

受取手形割引高 －千円 113,771千円

 
 
※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会

計期間末日残高に含まれております。
 

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年６月30日）

受取手形 115,563千円 72,297千円

支払手形 32,855 255,638

 

※３　圧縮記帳額

　受取保険金により有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額および、その内訳は次のとおりです。
 

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年６月30日）

建物 －千円 9,630千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　受取保険金は平成29年10月発生の台風21号に伴う、当社建物被害等に係るものです。

 

※２　固定資産圧縮損の内容は次のとおりです。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
　　至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
　　至　平成30年６月30日）

建物 －千円 9,630千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

減価償却費 46,544千円 50,451千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 240,262 5.5 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成30年４月１日　至平成30年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日

定時株主総会
普通株式 237,463 5.5 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,347,370 1,535,832 3,883,203 36,749 3,919,952

セグメント間の内部売上高又は

振替高
2,018 － 2,018 － 2,018

計 2,349,389 1,535,832 3,885,221 36,749 3,921,971

セグメント利益 217,679 67,839 285,518 8,641 294,160

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を

含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 285,518

「その他」の区分の利益 8,641

セグメント間取引消去 △272

四半期連結損益計算書の営業利益 293,887

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成30年４月１日　至平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,286,426 1,496,450 3,782,876 36,390 3,819,266

セグメント間の内部売上高又は

振替高
7,204 － 7,204 － 7,204

計 2,293,630 1,496,450 3,790,081 36,390 3,826,471

セグメント利益 171,442 29,362 200,804 3,989 204,794

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を

含んでおります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 200,804

「その他」の区分の利益 3,989

セグメント間取引消去 294

四半期連結損益計算書の営業利益 205,089

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

　１株当たり四半期純利益 4円86銭 3円69銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
212,451 159,114

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
212,451 159,114

普通株式の期中平均株式数（千株） 43,682 43,174

　　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月10日

株式会社アサヒペン

取締役会　御中

 

近畿第一監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 寺井　清明　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　宏範　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アサヒ

ペンの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アサヒペン及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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